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【背景と目的】一般に，アントシアニンの蓄積は生合成遺伝子の転写の段階で調節さ

れており，この転写は 2種類の転写因子R2R3-MYBと bHLHの相互作用により制御さ

れている．スカシユリ品種‘モントレー’から単離された R2R3-MYB 転写因子 LhMYB6

と LhMYB12 は，系統解析の結果や発現パターンから花被片へのアントシアニンの蓄

積を制御する因子であると予想された．そこで本研究では，これらの R2R3-MYB 転写

因子がアントシアニン生合成遺伝子の発現を誘導する機能を持つことを検証した． 

【方法】一過性発現解析: LhMYB6 やLhMYB12 がアントシアニン生合成遺伝子であ

るDFRやCHSの発現を誘導することを，一過性発現解析により調べた．CaMV35Sプロ

モーターにLhMYB6 とLhMYB12 およびスカシユリのbHLH遺伝子LhbHLH2 をそれぞ

れ連結したコンストラクトを，単独またはbHLHとMYBの組み合わせで‘モントレー’の鱗

片にパーティクルボンバードメント法で導入した．導入から 48 時間後に鱗片から表皮

部分を切り出し，全RNAを抽出してRT-PCR法によりLhDFR及びLhCHSa，LhCHSbの
発現を調査した．レポーターアッセイ: LhMYB12 がアントシアニン生合成遺伝子のプ

ロモーターに直接作用して転写を誘導することを，レポーターアッセイで調べた．‘モ

ントレー’からアントシアニン生合成遺伝子LhDFR，LhCHSa，LhF3H，LhPAL4 のプロ

モーター配列を新たに単離し，それらにホタルルシフェラーゼ(Fluc)のORF配列を繋

げたコンストラクトをレポーターとして，CaMV35Sプロモーターにそれぞれ連結した

LhMYB12 およびLhbHLH2 と併せてタバコBY2 細胞にポリエチレングリコール法で導

入した．導入から 36 時間後に細胞を溶解し，そのライセートに発光基質を加えてFluc

による発光の強度を測定しレポーターの活性を評価した． 

【結果と考察】一過性発現解析: LhbHLH2，LhMYB6，LhMYB12 のいずれかを単独

で発現させた鱗片の表皮細胞ではDFRやCHSの発現は確認できず，2 つのLhMYBの
うちの一方とLhbHLH2 を同時に発現させた鱗片ではLhDFR, LhCHSa，LhCHSbの全

てが発現していた．この結果より，LhMYB6 とLhMYB12 がLhbHLH2 と相互作用するこ

とでDFRやCHSの転写を誘導することが分かった．レポーターアッセイ: LhDFRや
LhCHSaのプロモーター配列をレポーターに使用した場合，LhMYB12 とLhbHLH2 を

同時に発現させたサンプルにおけるレポーターの活性が，どちらか一方のみを発現さ

せたサンプルやどちらも発現させなかったサンプルより有意に高くなった．このことから，

LhMYB12 はLhbHLH2 と相互作用してDFRやCHSのプロモーター配列に直接結合し

発現を誘導することが示唆された．またLhPAL4 とLhF3Hのプロモーター配列を使用し

たレポーターの活性はLhMYB12とLhbHLH2の発現に影響を受けなかったことから，こ

れら 2 つの生合成遺伝子の発現はLhMYB12 とLhbHLH2 の直接的な制御下に無いこ

とが分かった．以上の結果より，スカシユリのR2R3-MYB転写因子LhMYB6 および

LhMYB12 がbHLH転写因子LhbHLH2 との相互作用を通してアントシアニン生合成遺

伝子CHSとDFRの発現を(少なくともLhMYB12 の場合は直接的に)誘導する機能を有

することが明らかとなった． 


